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挨　　　拶
早稲田大学 常任理事　大　塚　宗　春
　ただいまご紹介いただきました早稲田大学常任理事の大塚宗春です。早稲田大学を代表して、一
言ご挨拶申し上げます。
　本日は第39回産研フォーラム「日本企業とアジアリージョナル戦略」に多数の方にお集まりいた
だき、ありがとうございます。今回は、日産自動車相談役名誉会長の小枝至氏、頂新グループ康師
傳飲品控股、通称・カンシーフー執行長室幕僚長の柯元達氏、ヤマトホールディングス代表取締役
社長の木川眞氏をお迎えし、ご講演とパネル・ディスカッションを行います。お忙しい中、本日の
講演をお引き受けいただきました皆様に心よりお礼を申し上げます。
　さて、本学では2032年の創立150周年を展望し、世界に貢献する大学であり続けられるよう
「Waseda Vision 150」を発表しました。
　その「Waseda Vision 150」では「研究の早稲田」として、教員個々の高度で独創的な研究を支
援するとともに、組織的な戦略に基づいた研究の推進および国内外の研究機関との連携強化を進め
ています。それと同時に、研究活動を広く世界に発信し、その成果を人類社会に還元する「国際研
究大学」の枠組み構築を提案しています。本日のフォーラムは、研究活動を広く世界に発信する活
動に該当いたします。
　今回のテーマについてですが、21世紀はアジアの時代であると言われています。世界人口が70億
人を突破し、中国・インド・ASEAN10か国だけで世界人口の約半分近く32億人を抱えるアジアは
市場の中心に位置しています。今回のテーマはそのアジアで、「日本企業とアジアリージョナル戦略」
となります。
　グローバル競争の主役が製品ビジネスからサービスビジネスへと比重を移し、サービスビジネス
が本格的に国際化していく時代に、アジアそして世界でビジネスを展開している日産自動車、康師
傳、ヤマトホールディングスのトップの皆様に企業戦略のあり方を議論していただきます。貴重な
お話を伺えることと楽しみにしています。
　本フォーラムの議論から触発される提言が、日本企業の発展と日本経済の未来に貢献できるもの
とおおいに期待しています。
　本日お集りいただいた皆様にとって、このフォーラムが有意義なものになりますことを祈念いた
しまして、私からの挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。
02　挨拶-大塚宗春.indd   3 2014/01/28   19:39:06
